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事業の概況

中期経営計画 2021-2023
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2020年12⽉期︓経済動向、原油価格

 新型コロナウイルスの感染再拡⼤の影響を受け景気回復の鈍化
 原油価格（WTI）は50ドル前後で取引終了
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2020年12⽉期︓新規受注案件

FPSOプロジェクト2件を受注
FPSO Sangomar O&M契約を締結

FPSO Sangomar
顧客 Woodside

契約形態 Purchase Contract 

鉱区 Sangomar Field (セネガル)

Equinor Bacalhau FPSO

顧客 Equinor

契約形態 Sales and Purchase 
Agreement

鉱区 Bacalhau Field 
(旧 Carcara ブラジル)
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2020年12⽉期︓建造⼯事の状況

FPSO 
Carioca 
MV30

FPSO
Guanabara 
MV31

FPSO
MIAMTE
MV34

FPSO
Almirante 
Barroso MV32

FPSO
Anita Garibaldi 
MV33

FPSO 
Sangomar

顧客 Petrobras Petrobras Eni Mexico Petrobras Petrobras Woodside

契約形態 EPCI + Time 
Charter 
( 21年 )

EPCI + Time 
Charter 
( 22 年 )

EPCI + Time 
Charter 
(15 年+1年毎
x5の延⻑オプショ
ン)

EPCI + Time 
Charter 
( 21年 )

EPCI + Time 
Charter 
( 25年)

Purchase Contract
+ O&M
(10年+1年毎x10の
延⻑オプション)

引渡し
(予定) 2021年 2021年 2022年 2023年 2023年 2023年

鉱区 Sépia Mero Area 1 Block Búzios Marlim Sangomar

所在地 ブラジル ブラジル メキシコ ブラジル ブラジル セネガル

⽔深 2,200 m 2,100 m 32 m 1,900 m 670 m 780 m 

貯油能⼒
⽣産量

1,400,000 bbls
180,000 bopd
212 mmscfd

1,400,000 bbls
180,000 bopd
424 mmscfd

700,000 bbls
90,000 bopd
75 mmscfd

1,400,000 bbls
150,000 bopd
212 mmscfd

1,000,000 bbls
80,000 bopd
248 mmscfd

1,300,000 bbls
100,000 bopd 
130 mmscfd

進捗状況



6

受注⾼ 売上⾼

MV32

2020年12⽉期︓受注⾼・売上⾼

 受注⾼は3,207億円（前年⽐49.5％減）、売上⾼は3,099億円（前年⽐6.8％減）

受注残⾼

927

7,009

2,536

6,358

3,207

0

4,000

8,000

2016 2017 2018 2019 2020

億円

2,299
1,911

2,219

3,326
3,099

0

4,000

8,000

2016 2017 2018 2019 2020

億円

6,489

11,444
10,876

13,870

12,371

8,176
7,550

4,947

5,694
5,345

0

4,000

8,000

12,000

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

億円
持分法適⽤関連会社の「リース、
チャーター及びオペレーション」に関
する当社持分相当の受注残⾼
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2020年12⽉期︓業績の概況

MV32
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営業利益 経常利益

 親会社株主に帰属する当期純損失は130億円
 年間配当は通期で1株当たり45円（本総会決議後）
（2017年は記念配当、2018年は特別配当をそれぞれ実施）
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2021年12⽉期︓業績予想
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 建造⼯事の増加等により、売上は4,000億円と過去最⾼を⾒込む
 新型コロナウイルス感染症の影響が残ること、及びFPSOの特別修繕活動による多額の
費⽤負担を⾒込むものの、増収により50億円の純利益を確保

売上⾼ 親会社株主に帰属する当期純利益
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事業の概況

中期経営計画 2021-2023



2021-2023 中期経営計画の位置づけ



2021-2023 中期経営計画の施策

2

3

環境・社会的
要請への取り組み

研究開発: FPSOに次ぐ
将来の収益源の育成

デジタライゼーション
戦略推進

アセット・インテグ
リティの改善 1

4

 デジタルソリューション事業の⽴ち上げ
 デジタル活⽤によるEPCI プロジェクト実⾏の最適化
 デジタル・IoT活⽤による故障予知刷新等でアセット・インテ
グリティ管理強化

 FPSOに次ぐ将来の収益源の育成
 2020年台後半の事業化を⽬指した研究開発の加速（TLP技
術を活⽤した洋上⾵⼒発電など）

 SDGsへの取り組み
 安全な労働環境の整備
 脱炭素社会への対応

中⻑期戦略

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
へ
の
貢
献

事
業
モ
デ
ル
の
進
化

⻑期ビジョン 中計重要テーマ

FPSO事業の
収益⼒強化

経営基盤の強化

環境・社会的要請
への取り組み

 初期ブラジル船の集中メンテナンス・キャンペーン実施
 Lifecycle Value最⼤化への取組継続

(次世代FPSO⽤新造船体、リスク管理強化)
 操業隻数拡⼤に備え、技術サポート体制確⽴ (⽶亜欧 3極)
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アセット・インテグリティの改善
中計重要テーマ 1
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デジタライゼーション戦略推進
中計重要テーマ 2
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FPSOに次ぐ将来の収益源の育成︓浮体式洋上⾵⼒発電
中計重要テーマ 3
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FPSOに次ぐ将来の収益源の育成︓海底資源開発技術
中計重要テーマ 3
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環境・社会的要請への取り組み
4中計重要テーマ




